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は じ め に

静岡県静岡市の河川でシナノビル Myxobdella 

sinanensis Oka，1925 の幼体及び成体を採集した．

これまで，静岡県内における本種の生息地と形態的

特徴が記された正式な報告はなく，本報告が初の記

録となる．

シナノビルは環形動物門 Annelida ヒル亜綱

Hirudinida 吻無蛭目Arhynchobdellida ネンマクビ

ル科 Praobdellidae のヒル類である（Phillips et al.，

2010）．本種が属するMyxobdellaはこれまでに 5

種類が記載されており，南アジア，東アジア，南

アフリカ，中央アフリカに生息していることが報

告されている（Nesemann and Sharma，2001）．本

種は現在知られている範囲で日本固有の種であり

（Nesemann and Sharma，2001），Oka（1925）によ

り長野県から得られた標本に基づき記載された．

確認地点と方法

著者は静岡県静岡市清水区興津川支流布沢川の枝

沢（35°05’N，138°25’E）標高 430 m で本種の幼

体と成体を確認した（図 1）．

本種を確認した布沢川の枝沢（図 2）は河川幅

1m 未満，水深約 10 cm の小規模な沢．2013 年 7

月 15 日に成体，2013 年 9 月 8 日に幼体を採集し

た．生体時の幼体の写真を図 3 に示した．得られ

た標本は 10％中性ホルマリンによって固定し保存

した．計測と計数及び用語は中野（2010） と長尾

（1967）に従った．計測にはノギスを使用した．同

定は Oka（1925），長尾（1965），長尾（1967），伊

藤（2003），Lai and Chen（2010）に基づいて行った．

また，幼体と成体の 2個体の標本は静岡県自然学習

センターのその他の無脊椎動物（SPMN）として登

録申請中である．

標 　 　 本

シナノビルMyxobdella sinanensis Oka，1925

成体

ホルマリン固定後の成体は体長 25.0 mm，最大体

幅 15.2 mm，尾吸盤の横径 10.6 mm．体色は褐色．

乳頭突起はみられなかった．体後部側面には耳状突

起が認められなかった．体表には 102 本の体環が確

認された（図 4）．腹側から体節を確認したところ，

第体節から第体節の範囲で 1体節 5 体環で

あることを確認した（図 5）．眼は皮膚に埋没した
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状態でアーチ状に並び 5対確認され，第，，，

，体節上にみられた．また，第体節と第

体節上の眼は近接していた（図 6）．口吸盤は大き

く，第から第体節を占めていた．口の形状は逆

Y字型．また，筋肉質の顎がみられた （図 7）．頭

部の幅は広く，雄性生殖孔は第体節にある第 b5，

b6 体環の間に位置していた（図 4）．雌性生殖孔は

第体節にある b5，b6 体環の間に位置していた（図

4）．肛門は尾吸盤の背面にあることを確認した（図

4）．

幼体

ホルマリン固定後の幼体は体長 10.1 mm，最大体

幅 2.5 mm，尾吸盤の横径 2.4 mm．体色は乳白色で

背面に線状の不連続の模様が 5列認められ，中央の

列はやや太かった（図 4）．体節は尾吸盤を除いて

第体節までを確認することができた．体環は

未発達で第体節から第体節までの範囲での

み確認された．眼はアーチ状に並び 5対確認され，

第，，，，体節上にみられた．また，第

体節と第体節上の眼は近接していた（図 6）．

肛門は尾吸盤の背面にあることを確認した（図 4）．

以上のことから本標本はOka（1925），長尾（1965），

長尾（1973）のシナノビルの特徴と一致した．

図 1 シナノビルが確認された地点　（●は確認地点）

図 2 シナノビルが確認された興津川水系布沢川上流部の
様子

図 3 水中を移動する幼体
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シナノビルの生息記録

図 4 シナノビルMyxobdella sinanensis の外部形態Myxobdella sinanensis の外部形態Myxobdella sinanensis
(a：成体側面．b：成体背面．c：成体腹面．d：幼体側面．e：幼体背面．f：幼体腹面）
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近似種との比較

ネンマクビル科には本種の他に日本からはハナビ

ル Dinobdella feroxが知られている．ハナビルには

不連続な線状や点状の模様がなく，体環数が 108 も

しくは 109 本有する点などで見分けることが出来る

（Lai and Chen，2010）．

考 　 　 察

本種は Oka（1925）による原記載以降，再記載

がおこなわれていない．その理由として中野（2010）

が記しているように，日本におけるヒル類の分類学

的研究が 1930 年以降遅々として進んでいないとい

うことが上げられる．また本種の生息場所が山間の

源流部のため，見かけるのはやや希（長尾，1965）

ということも関係していると思われる．よって，国

内における本種の正確な分布は未だ分かっていない

のが現状である．そのため，本報告はシナノビルの

分布を明らかにする一つの重要な記録といえる．

尚，本種が含まれるネンマクビル科の幾つかの種

では幼体が大型哺乳類の鼻腔内や眼結膜などに寄生

することが報告されている（Lai and Chen，2010；

Estambale et al.，1992）．本採集地点においても約

50 匹の本種の幼体が著者の手や足下に吸着し，這

い上がってきていた．このことから大型哺乳類に対

して本種の幼体が寄生生活を行い，宿主によって運

ばれて分布域を拡大しているという可能性が考えら

れる．

今後は本種の生活サイクルと他の分布地を把握で

きるように調査を実施していきたいと考えている．
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図 5 シナノビルMyxobdella sinanensis の腹面の拡大写Myxobdella sinanensis の腹面の拡大写Myxobdella sinanensis
真（ギリシャ数字が体節，アルファベットと数字の
組み合わせが体環）

図 6 シナノビルMyxobdella sinanensis 頭部の拡大写真Myxobdella sinanensis 頭部の拡大写真Myxobdella sinanensis
（眼）

図 7 シナノビルMyxobdella sinanensis 頭部の拡大写真Myxobdella sinanensis 頭部の拡大写真Myxobdella sinanensis
（口吸盤）
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